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増
え
よ
、
地
に
満
ち
よ
」
と

の
祝
福
の
言
葉
を
お
与
え
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た

ち
が
や
が
て
は
尽
き
果
て
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
の
管
理

と
い
う
虚
し
い
役
割
を
任
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
豊

か
な
持
続
性
と
発
展
性
に
満

ち
た
他
者
（
神
、
隣
人
、
自

然
）
と
の
関
係
性
の
中
に
希

望
を
持
っ
て
生
き
る
幸
い
を

た
「
地
を
従
わ
せ
る
、
支
配

す
る
」
と
は
、
自
然
を
好
き

勝
手
に
搾
取
し
て
も
良
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
被
造

物
の
一
つ
一
つ
が
本
来
の
目

的
を
果
た
し
得
る
よ
う
に
世

話
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
神

の
定
め
ら
れ
た
創
造
の
秩
序

の
中
で
す
べ
て
の
被
造
物
と

共
に
生
き
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

神
は
さ
ら
に
「
産
め
よ
、

与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
希
望
に
満

ち
た
世
界
観
こ
そ
が
私
た
ち

の
担
う
教
育
の
根
底
を
支
え

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

保
証
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

私
た
ち
の
教
育
の
業
も
ま
た

虚
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
が
罪
に
堕

ち
て
以
来
、
私
た
ち
人
間
の

み
な
ら
ず
、
被
造
物
全
体
が

虚
無
に
服
し
、
う
め
き
の
中

に
あ
る
こ
と
を
ロ
ー
マ
書
の

み
言
葉
は
伝
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
被
造
物
の
う
め

き
が
い
よ
い
よ
切
実
に
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
私
た
ち
は

も
っ
と
耳
を
傾
け
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
時

に
私
た
ち
の
希
薄
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
他
者
（
神
、
隣

人
、
自
然
）
と
の
関
係
性
を

も
う
一
度
回
復
し
、
本
来
の

祝
福
さ
れ
た
世
界
を
取
り
戻

す
た
め
の
一
歩
を
今
踏
み
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
教
育
活
動
が
神

の
祝
福
の
も
と
に
希
望
に
溢

れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈

り
求
め
ま
す
。

�

〈
尚
絅
学
院
宗
教
主
任
〉

　
「
神
は
彼
ら
を
祝
福
し
て

言
わ
れ
た
。『
産
め
よ
、
増

え
よ
、
地
に
満
ち
て
地
を
従

わ
せ
よ
。
海
の
魚
、
空
の

鳥
、
地
の
上
を
這
う
生
き
物

を
す
べ
て
支
配
せ
よ
』」

�

（
創
世
記
１
章
28
節
）

　
「
被
造
物
が
す
べ
て
今
日

ま
で
、
共
に
う
め
き
、
共
に

産
み
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち

は
知
っ
て
い
ま
す
」

（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙

８
章
22
節
）

　

今
年
も
夏
以
降
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
の
な
い
大
雨
が
日

本
列
島
を
襲
い
、
多
く
の
被

害
を
出
し
ま
し
た
。
被
害
を

受
け
大
変
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
々
を
覚
え
て
お

祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
気
候
変
動
は
世
界
規

模
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
荒
れ
狂
う
自
然
の
う
め
き

が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
に

私
た
ち
に
迫
り
来
る
の
を
感

じ
ま
す
。

　

聖
書
で
言
わ
れ
て
い
る

「
地
」
と
は
、
神
が
人
間
に

与
え
ら
れ
た
可
能
性
の
総
体

を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
ま

す
。
人
間
に
は
こ
の
大
き
な

恵
み
の
中
で
生
き
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま

聖書のことば

田所義郎

＜行事予定＞ 
１０／２２	 全国広報委員会 （横浜共立学園）
　　２４～２５	 第6１回中高研究集会
 （西南学院中学校・高等学校）
１１／８～９	 第6１回学校代表者協議会
 （共愛学園）
　　２３	 キリスト教学校教育懇談会
　　　　　　 第１7回講演会 （大阪女学院）
　　３０	 	第５回キリスト教看護教育推進

会議 （梅花女子大学）
２０２０年
１／１7～１８	 第6２回小学校代表者研修会
 （北陸学院小学校）
６／５～６	 第１０８回定時総会
 （桜美林大学新宿キャンパス）

11月8日（金）・9日（土） （学）共愛学園で開催

主
題

第61回学校代表者協議会

　

第
61
回
学
校
代
表
者
協
議

会
は
、
来
る
11
月
８
日

（
金
）
17
時
か
ら
18
時
45
分

ま
で
、
９
日
（
土
）
９
時
か

ら
16
時
30
分
ま
で
、
学
校
法

人
共
愛
学
園
・
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
学
（
写
真
上
、
群

馬
県
前
橋
市
小
屋
原
町
）
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
主
題
は
「
実
効
性

あ
る
取
組
み
を
目
指
し
て
―

学
校
運
営
の
支
援
・
連
帯
を

め
ぐ
る
具
体
的
可
能
性
―

２
」
で
、
第
１
日
目
（
２

日
）
は
、
１
号
館
１
階
チ
ャ

ペ
ル
で
の
開
会
礼
拝
に
続
い

て
教
育
同
盟
お
よ
び
会
場
校

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

大
森
昭
夫
氏
（
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
学
学
長
）
に
よ

り
、
講
演
「
共
愛
学
園
の
挑

戦
―
130
年
の
歴
史
と
先
進
性

の
共
存
―
」
が
行
わ
れ
る
。

　

２
日
目
（
９
日
）
も
前
日

と
同
じ
会
場
に
て
、
朝
の
礼

拝
の
後
、
次
の
課
題
報
告
が

な
さ
れ
る
。

１
「
中
小
規
模
学
校
法
人
の

連
携
協
力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」湯
口
隆
司（
活
水
学
院
院

長
・
活
水
女
子
大
学
学
長
）

２
「
学
内
教
職
員
研
修
会
講

師
派
遣
制
度
の
展
開
」
小
暮

修
也（
明
治
学
院
学
院
長
）

３
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
新

学
習
指
導
要
領
」
敷
島
洋
一

（
青
山
学
院
中
等
部
長
）

４
「
災
害
支
援
連
絡
会
議
の

今
後
の
展
開
」
田
中
栄
司

（
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
教
諭
）

５
「
教
育
者
支
援
の
今
後
の

展
開
」
長
谷
川
洋
一
（
大
阪

女
学
院
副
理
事
長
）

　

昼
食
・
懇
親
会
・
共
愛
学

園
前
橋
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
の
後
、
理
事
長
等
Ａ

・
Ｂ
、
院
長
・
学
園
長
等
、

学
長
等
、
校
長
等
の
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
う
。

　

そ
の
後
、
休
憩
（
移
動
）、

全
体
会
、
閉
会
礼
拝
と
続

き
、
全
体
会
で
は
、
西
原
廉

太
氏
（
立
教
学
院
副
院
長
、

教
育
同
盟
理
事
長
）
の
司
会

で
、「
グ
ル
ー
プ
討
議
報
告

・
課
題
報
告
を
受
け
て
、
今

後
の
課
題
」
を
行
う
。

　

こ
の
代
表
者
会
議
が
こ
れ

か
ら
の
教
育
同
盟
の
あ
り
方

を
示
す
も
の
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
、
加
盟
学
校
法
人
の

教
学
・
経
営
に
責
任
を
持
つ

方
々
の
多
く
の
参
加
を
願
っ

て
い
る
。
申
込
締
切
は
10
月

30
日
（
水
）。
用
紙
は
教
育

同
盟
Ｈ
Ｐ
（「
教
職
員
の

方
」
→
「
同
盟
事
務
局
」
→

「
学
校
代
表
者
協
議
会
」）

か
ら
取
り
出
せ
る
。

　

学
校
代
表
者
協
議
会
に
先

立
っ
て
、
11
月
８
日
（
金
）

に
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

で
第
５
回
常
任
理
事
会
お
よ

び
第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
る
。

（
会
場
校
紹
介
）

共
愛
学
園

　

共
愛
学
園
は
、
１
８
８
８

年
に
前
橋
英
和
女
学
校
と
し

て
創
立
さ
れ
、
そ
の
と
き
ど

き
の
教
育
的
課
題
を
担
っ
て

地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
、

本
年
131
年
目
に
入
っ
た
。
わ

ず
か
数
名
の
学
生
を
も
っ
て

誕
生
し
た
本
学
園
は
、現
在
、

こ
ど
も
園
、小
学
、中
学
、
高

校
、
大
学
の
ほ
か
学
童
ク
ラ

ブ
を
擁
す
る
学
園
へ
と
成
長

し
、
こ
こ
に
約
３
千
名
が
学

ん
で
い
る
。

　

特
に
２
０
１
６
年
に
小
学

校
が
開
校
し
た
こ
と
に
よ

り
、
地
方
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
総
合
学
園
と
な
っ

た
。
ま
た
、
大
学
は
運
営
体

制
の
ほ
か
、
文
科
省
の
補
助

事
業
に
数
多
く
採
択
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。�

跡
部
洋
一

〈
学
校
法
人
共
愛
学
園
理
事

長
〉

※
加
盟
校
動
静
は
２
面
に
、

主
張
は
８
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

―学校運営の支援・連帯をめぐる具体的可能性―２
実効性ある取組みを目指して

� 2019年9月25日

今・この時に私たちが大切にしたいこと 
－多様性の尊重と共生をめざして－

� 一般社団法人キリスト教学校教育同盟�
� 理事長　西原廉太
� 常任理事会　　　

　今、私たちの社会は、さまざまな痛みと破れが顕在化してきていま
す。とりわけ、現在の深刻な日韓関係の荒波を受けながら、ヘイトスピ
ーチに代表される差別・排外主義、あるいは反知性主義が充満していま
す。一方では、「道徳」が教科化され、今秋には、天皇即位の諸行事が
行われようとしています。また、世界の至る所で、ポピュリズム政治の
横行に伴う自国利益優先主義と排他主義が、深刻な分断と対立を招いて
います。
　こうした状況であるからこそ、私たちキリスト教学校は、児童・生徒
・学生たちに、歴史を誠実に学ぶこと、多様性を尊重し、共生社会を実現
することの大切さを、ていねいに伝えなければならないと確信します。
　私たちキリスト教学校教育同盟の起源は、1899年に発令された、すべ
ての学校での宗教上の教育・儀式を禁止する「文部省訓令第12号」強制
という事態に直面し、キリスト教教育の危機に立たされたキリスト教学
校が、結束して偏狭なナショナリズムに抵抗したことにあります。1910
年に同志社で開催された「基督教教育同盟会」第1回総会で採択された
規約の〈目的〉には、「本会ノ目的ハ基督教主義学校ニ共通ナル諸問題
ヲ研究シ其ノ進歩発達ヲ計リ必要ノ場合ニハ共同ノ行動ヲ執ルニアリ」
という宣言が刻まれています。訓令第12号が発布された背景には、当時
の国粋主義、国家主義的思想の台頭がありました。「教育勅語」に象徴
される、国家神道を規範とする道徳を中心とした国民教育の強制という
事態にあって、キリスト教諸学校は抵抗運動を挑み、「必要な場合には
共同の行動を執ること」を目的として、教育同盟設立へと至りました。
　私たちキリスト教学校の使命、ミッションとは、真理を探究し、他者
への共感性を持ち、さまざまな痛みや重荷を背負わされた人々の叫びに
耳を傾け、異文化世界の人々と深いところでつながり、この世界・社会
に仕えることのできる児童・生徒・学生を、心を込めて育て、世に送り
出すことにあります。
　今・この時に、私たちキリスト教学校は、このミッションを、しっか
りと担っていく責任があることを、あらためて確認したいと思います。
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年二・二六事件が起き、翌年日中戦争開始、そ
の後太平洋戦争へと突入する戦乱の時代に「若
者をキリスト教によって教育したい」との志に
より「一粒の種」を蒔き、「右手に聖書、左手
に職業」という「キリスト教教育と職業教育」
の建学の精神を堅持し、今日まで受け継がれて
いる。職業労働に従事することは、精神的にも
経済的にも「自主独立の精神」を養うことに通
じ、日本人キリスト者による学園として、他の
団体からの援助を受けずに創立され、「ミッシ
ョンスクールならざるミッションスクール」と
しての歩みを続けた。　
　「召命」としての労働観により、労働を通し
て隣人愛の実践を行い、神の栄光のために働く
職業教育を目指した。84年前に「蒔かれた一粒
の種」が今日、保育園、幼稚園、中学校、高等
学校（衛生看護専攻科）短期大学を擁する「折
尾愛真学園」という木へと成長している。
� 増田　賜

たもつ

（折尾愛真学園副理事長）

　１９０4年（明治３７年）福岡県遠賀郡に生まれ
る。大分高商（現大分大学）を経て、当時のマ
ルクス経済学の泰斗・河上肇を慕って京都大学
経済学部に入学。在学中に不治の病と言われた
肺結核に罹り、休学し郷里で療養。その間、魂
の渇きを覚え、生きる意味を模索し、内村鑑三
を通して聖書と出会い、生ける創造主なる神に
出会う。
　病癒え、復学し、京都大学の友人沢崎堅造の導
きもあり、日本基督教会室町教会にて日高善一
牧師、山谷省吾長老ほかの試問を受け「マルクス
よりキリストへ」の回心を経験し、「讃美歌」52９
番（ああうれし、わが身も）の心境にて受洗。
　１９３5年故郷に折尾高等簿記学校を創設。１９３6

●�

志に生きた教育者
折尾愛真学園創立者 増田孝（1904〜1999）

　

２
０
１
９
年
６
月
１5
日

（
土
）に
同
志
社
中
学
校
・
高

等
学
校
（
京
都
市
左
京
区
）

を
会
場
と
し
て
、
第
４
回
関

西
地
区
災
害
支
援
連
絡
会
議

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
１5
校
１8
名
で
し
た
。

　

教
育
同
盟
で
は
２
０
１
６

年
度
よ
り
全
国
災
害
支
援
連

絡
会
議
の
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け

て
関
西
地
区
で
は
他
地
区
に

先
駆
け
て
２
０
１
７
年
度
か

ら
「
災
害
支
援
連
絡
会
議
」

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
第

４
回
目
の
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
高
見
知
伸
先
生

（
広
島
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校　

高
校
教
頭
）
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
昨
夏

の
「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」

の
被
害
と
授
業
再
開
ま
で
の

過
程
に
つ
い
て
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
女
学
院
中
高
で
は
校

舎
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
通
勤
通
学
の
手
段
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
等
公
共
交
通
機
関

が
寸
断
し
、
そ
れ
が
学
校
運

営
に
最
も
影
響
が
大
き
か
っ

た
こ
と
や
、
生
徒
１
２
５
９

名
中
5９
件
の
被
災
状
況
、
そ

し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
の
連
携
で
被
災
生
徒
と

保
護
者
の
精
神
的
ケ
ア
を
行

お
う
と
し
た
こ
と
が
、
具
体

的
な
事
例
と
と
も
に
語
ら
れ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８

年
。
熊
本
地
震
か
ら
３
年
。

そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
日

本
各
地
で
甚
大
な
自
然
災
害

が
頻
発
す
る
中
、
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
、
支
援
の
あ

り
方
、
防
災
の
あ
り
方
を
模

索
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
で
は
２
０
１
６
年

８
月
に
立
教
学
院
に
て
第
１

回
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

を
開
催
し
て
以
降
、
宮
城
や

熊
本
、
横
須
賀
、
高
知
な

ど
、
毎
年
、
全
国
規
模
で
の

連
絡
会
議
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
全
国
会
議
の
方

針
と
し
て
、
全
国
と
並
行
し

て
「
東
北
・
北
海
道
」「
関

東
」「
関
西
」「
西
南
」
と
い

っ
た
各
地
域
ご
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
の
必
要
性
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で

に
関
西
地
区
で
は
先
行
し
て

活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
、
関
東
地
区
で
も
２
０
１

９
年
度
よ
り
、
関
東
地
区
同

盟
加
盟
校
か
ら
世
話
役
（
地

区
委
員
）
を
募
り
、「
関
東

地
区
災
害
支
援
連
絡
会
議
」

が
正
式
に
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
関
東
地
区
の
委
員
は
山

本
与
志
春
（
青
山
学
院
院

長
）、
安
藤
弘
敏
（
青
山
学

院
安
全
対
策
課
長
）、
楠
山

眞
里
子
（
東
洋
英
和
女
学
院

高
等
部
部
長
）、
磯
貝
暁
成

（
横
浜
英
和
小
学
校
校
長
）、

山
田
昭
夫
（
関
東
学
院
総
務

課
長
）、
吉
田
太
郎
（
立
教

女
学
院
小
学
校
教
頭
）
の
６

名
で
す
。
関
東
地
区
の
主
な

活
動
目
的
は
二
つ
。
災
害
に

備
え
る
情
報
交
換
と
顔
の
見

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

で
す
。
上
記
の
地
区
委
員
で

準
備
会
を
重
ね
、
７
月
１2
日

（
金
）、関
東
地
区
加
盟
4７
校

の
学
校
法
人
の
防
災
責
任
者

や
管
理
部
門
、
管
理
職
の
教

職
員
を
対
象
と
し
、
第
１
回

と
な
る
「
関
東
地
区
災
害
支

援
連
絡
会
議
」
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
近
年

の
災
害
に
対
す
る
備
え
（
地

震
・
風
水
害
）」
と
し
、
都

市
型
の
災
害
に
対
し
て
、
学

校
と
し
て
児
童
・
生
徒
・
学

生
の
命
を
守
る
。
と
い
う
視

点
か
ら
参
加
者
の
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
防
災
環
境
の
今
野

茂
氏
を
お
招
き
し
、
専
門
的

見
地
か
ら
学
校
に
お
け
る
防

災
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
ど
の
学
校
で
も
防
災

訓
練
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

い
う
の
が
あ
る
が
、
実
際
に

学
校
の
立
地
や
地
域
性
な
ど

が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る

の
か
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
と
い
う
指
摘
で
し

た
。
災
害
大
国
と
言
わ
れ
る

こ
の
国
で
私
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
、

い
か
に
平
時
の
備
え
を
十
分

に
し
て
お
く
か
。
学
校
関
係

者
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
講
演
会

終
了
後
に
は
場
所
を
移
し
、

参
加
者
同
士
で
の
情
報
交
換

・
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
み
な
さ
ん
ご
多
忙

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

約
３０
名
の
参
加
者
を
与
え
ら

れ
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
、
連
携
・
連
帯
を
強
め
る

備
え
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し

た
。�
吉
田
太
郎

〈
立
教
女
学
院
小
学
校
教

ｌ
ｅ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
に
変
更
し
て
い
ま
す
（
※

変
更
通
知
メ
ー
ル
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
桃
山
学
院
・

浜
野
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
）。
昨
秋
の
「
台
風
2１

号
」
襲
来
の
際
、
関
西
地
区

１７
校
の
被
災
状
況
の
報
告
が

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
で
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

連
絡
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
は

程
遠
い
の
で
す
が
、
現
段
階

で
有
効
な
情
報
共
有
手
段
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
登
録
者
が

増
え
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
会
議
に
参
加
さ
れ

た
方
々
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
校
種
と
分
掌
は
多
様
で

し
た
。
災
害
支
援
連
絡
会
議

の
「
担
当
窓
口
」
を
ど
の
方

（
同
盟
担
当
、
災
害
担
当
、

施
設
担
当
…
）
に
す
る
べ
き

か
と
い
う
点
で
、
各
校
の
迷

い
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
全
国
の
会
議
で
も
同
じ

状
況
が
今
後
も
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
取
り
組
み
を
続

け
る
中
で
相
応
し
い
知
恵
が

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
祈
り

続
け
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
１2
日（
金
）に
は
関
東

地
区
で
も
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
他
地
区

で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、「
顔
の
み
え
る
関

係
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
夏
実
施
し
て
い
る
全
国
災

害
支
援
連
絡
会
議
に
も
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

浜
野
　
淳

〈
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
司
書
教
諭
、
関
西
地
区
災

害
支
援
連
絡
会
議
委
員
長
〉

ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
下
校
中
の
被
災

時
へ
の
あ
る
べ
き
対
応
方
法

や
、
豪
雨
災
害
か
ら
学
ん
だ

こ
と
や
課
題
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

対
応
に
追
わ
れ
る
現
場
に
対

し
て
教
育
同
盟
加
盟
他
校
か

ら
の
励
ま
し
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
被
災
生
徒
へ
の
経
済
的

支
援
が
加
盟
校
か
ら
行
わ
れ

た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
の
場
で
は
、
災
害
等

発
生
時
の
家
庭
と
学
校
の
連

絡
方
法
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、各
校

の
災
害
対
応
備
蓄
品
や
、
実

際
に
採
用
し
て
い
る
緊
急
連

絡
の
配
信
方
法
に
つ
い
て
の

情
報
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
関
西
地
区
で
は
、

第
１
回
の
会
議
か
ら
参
加
さ

れ
た
方
々
に
「
関
西
地
区
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
夏
か
ら
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

頭
、
関
東
地
区
災
害
支
援
連

絡
会
議
委
員
長
〉

※
高
知
・
清
和
学
園
で
行
わ

れ
た
第
４
回
全
国
災
害
支
援

連
絡
会
議
の
報
告
は
１１
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

加
盟
校
動
静

　

鵜
川
　
馨
氏
（
元
立
教
女

学
院
院
長
、
元
教
育
同
盟
広

報
担
当
常
任
理
事
・『
百
年

史
』
編
纂
委
員
長
・
顧
問
）

　

７
月
2０
日
逝
去
、
88
歳
。

葬
儀
は
７
月
24
日
（
水
）
東

京
都
新
宿
区
の
目
白
聖
公
会

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

東
海
林
敏
雄
氏
（
前
浦
和

ル
ー
テ
ル
学
院
理
事
長
）

　

９
月
４
日
逝
去
、
8３
歳
。

学
院
葬
が
１０
月
25
日（
金
）午

前
、
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
崎

３
６
４
２
の
浦
和
ル
ー
テ
ル

学
院
で
執
り
行
わ
れ
る
。

　

大
住
雄
一
氏
（
東
京
神
学

大
学
学
長
）

　

９
月
５
日
逝
去
、
64
歳
。

葬
儀
（
大
学
葬
）
は
９
月
９

日（
月
）正
午
か
ら
東
京
都
三

鷹
市
の
東
京
神
学
大
学
礼
拝

堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

３
先
生
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

高
見
知
伸
氏
の
報
告
を
聞
く

今
野
茂
氏
の
講
演
　

非
常
食
の
展
示
　

関
西
・
関
東
地
区

災
害
支
援
連
絡
会
議
開
催
さ
れ
る

関
西
地
区
第
４
回

関
東
地
区
第
１
回

18
年
西
日
本
豪
雨

広
島
女
学
院
の
報
告

連
携
・
連
帯
を

強
め
る
第
一
歩
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・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
19
年
度
申
込
受
付
＝
４
月
16
日
〜
20
年
１
月
31
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お

知
ら
せ
」）
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

　

リ
ト
リ
ー
ト
は
イ
エ
ス
自

身
が
旅
路
の
途
中
に
「
祈
る

た
め
に
ひ
と
り
山
に
お
登
り

に
な
っ
た
」（
マ
タ
イ
に
よ

る
福
音
書
14
章
23
節
）
よ
う

に
、
私
た
ち
も
学
校
や
家
庭

か
ら
離
れ
、
ひ
と
り
静
か
に

聖
書
の
言
葉
を
黙
想
し
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
、
そ
の
思

い
を
分
か
ち
あ
う
ひ
と
時
で

す
。
今
回
は
「
福
音
を
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
15
章

11
〜
32
節
）
か
ら
学
び
、
黙

想
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
「
福
音
」
は
イ
エ

ス
自
身
の
言
葉
と
行
動
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
あ

っ
て
は
建
学
の
精
神
の
共
通

し
た
源
で
あ
り
、
そ
れ
は
人

格
の
完
成
へ
導
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
放
蕩
息
子
」
の
た

と
え
に
込
め
ら
れ
た
イ
エ
ス

の
思
い
に
心
を
寄
せ
、
黙
想

の
時
を
持
ち
ま
し
た
。

１
日
目
の
黙
想

　

イ
エ
ス
は
徴
税
人
や
罪
人

と
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
フ
ァ
リ
サ
イ
派

の
人
々
や
律
法
学
者
た
ち
は

「
こ
の
人
は
罪
人
た
ち
を
迎

え
て
、
食
事
ま
で
一
緒
に
し

て
い
る
」
と
不
平
を
言
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
エ

ス
は
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と

え
を
話
し
ま
し
た
。
弟
が
父

親
の
財
産
を
食
い
潰
し
帰
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
父
親
は

自
ら
駆
け
寄
り
、
息
子
を
抱

き
接
吻
し
ま
し
た
。
そ
し
て

最
上
の
服
を
着
せ
、
靴
を
履

か
せ
、
祝
宴
を
も
っ
て
迎
え

ま
し
た
。
一
方
、
兄
は
そ
の

様
子
を
知
っ
て
怒
り
、
父
親

に
向
か
っ
て
「
何
年
も
あ
な

た
に
仕
え
、
言
い
つ
け
に
背

い
た
こ
と
は
一
度
も
無
か
っ

た
の
に
、
子
山
羊
一
匹
す
ら

く
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

あ
の
息
子
が
帰
っ
て
く
る
と

子
牛
を
屠
っ
て
お
や
り
に
な

る
」
と
不
平
を
言
う
の
で
し

た
。

　

こ
の
兄
は
ま
さ
に
フ
ァ
リ

サ
イ
派
の
人
々
や
律
法
学
者

た
ち
を
た
と
え
て
い
ま
す
。

ど
れ
だ
け
自
分
が
正
し
い
の

か
、
他
人
と
の
比
較
で
正
当

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
兄
は
と
て
も
真

面
目
で
、
い
い
子
で
す
。
だ

か
ら
弟
を
迎
え
る
父
親
の
喜

ぶ
姿
を
認
め
ら
れ
な
い
し
、

祝
宴
の
席
に
つ
け
な
か
っ
た

の
で
す
。

２
日
目
の
黙
想

　

父
親
は
弟
に
も
兄
に
も
財

産
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
賜
物
、
命
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
息

子
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
用
い

る
の
か
は
、
息
子
た
ち
の
自

由
な
意
思
に
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
も
弟
の
よ
う

に
父
親
か
ら
解
放
さ
れ
、
自

由
で
い
た
い
と
思
う
時
と
、

兄
の
よ
う
に
父
親
か
ら
認
め

ら
れ
た
い
、
評
価
さ
れ
た
い

と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
こ
の
父
親
が
案
じ
て
い

た
の
は
弟
が
遠
い
国
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

父
親
は
息
子
が
悔
い
改
め
る

よ
り
も
、
息
子
の
帰
還
、
息

子
の
存
在
そ
の
も
の
を
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
父
親
は
兄
の
こ
と
を

評
価
し
て
い
な
い
、
認
め
て

い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

　

第
６
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ

ー
ト
（
節
目
研
修
）
が
、
去

る
８
月
６
日（
火
）か
ら
８
日

（
木
）ま
で
の
３
日
間
、
同
志

社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
講
師
２

名
、
実
行
委
員
７
名
を
含
め

35
名
の
参
加
者
（
小
中
高
）

加
者
の
多
く
が
経
験
の
な
い

事
の
よ
う
で
、
最
初
は
戸
惑

う
表
情
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
グ
ル
ー
プ
討
議
等
を

通
し
て
個
人
的
に
も
親
し
く

な
る
中
で
、
職
場
と
は
違
う

緊
張
や
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も

な
い
時
を
過
ご
す
と
い
う
、

神
さ
ま
か
ら
与
え
ら
れ
た
贅

沢
な
時
間
を
経
験
で
き
た
印

象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
橋
貞
二
郎
先
生

（
東
洋
英
和
女
学
院
宗
教
部

長
）
に
よ
る
４
回
の
朝
・
夕

礼
拝
で
は
、
学
校
生
活
の
中

の
出
来
事
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

学
校
が
与
え
ら
れ
て
い
る
神

の
恵
み
と
祝
福
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
そ
し
て
開
会
礼
拝

は
平
松
譲
二
委
員
（
同
志
社

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教

頭
）、
閉
会
礼
拝
は
中
根
広

秋
委
員
（
西
南
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校
校
長
）
が
担
当

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
の
企
画
と

し
て
２
日
目
の
午
後
に
武
田

若
菜
先
生
（
自
由
学
園
）
の

リ
ー
ド
で
賛
美
の
時
間
（
自

由
参
加
）
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
中
堅
教
員
と
し
て
日
々

労
し
て
い
る
仲
間
と
共
に
時

間
を
過
ご
せ
た
こ
と
は
互
い

に
励
ま
し
を
受
け
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
勇
気
を

も
っ
て
参
加
し
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
と
送
り
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
職
場
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
主
の
祝
福
を
祈
り
ま

す
。

　

最
後
に
中
堅
教
員
リ
ト
リ

ー
ト
（
節
目
研
修
）
を
温
か

く
支
え
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ

た
同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
の
感
謝
を
送
り
ま
す
。

〈
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト
実

行
委
員
〉

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
忙

な
学
校
現
場
か
ら
離
れ
、
琵

琶
湖
々
畔
の
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
施
設
で
の
時
間

は
、
中
堅
教
員
の
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
労
苦
に
神
様
が

用
意
さ
れ
た
恵
み
溢
れ
る
３

日
間
で
し
た
。

　

今
年
度
の
主
題
は
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
中
堅
教
員
と

し
て 

―
今
、
切
実
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
」。
発
題

は
昨
年
に
続
き
、
こ
れ
ま
で

中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト
実
行

委
員
と
し
て
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
大
橋
邦
一
先
生
（
静
岡

英
和
女
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
）
が
担
当
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
２
回
に
分

け
て
行
わ
れ
た
発
題
は
、
と

も
に
新
約
聖
書
ル
カ
に
よ
る

福
音
書
15
章
11
節
〜
24
節
で

イ
エ
ス
が
語
ら
れ
た
「
放
蕩

息
子
」
の
た
と
え
話
を
中
心

に
据
え
た
内
容
で
し
た
。

「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
は

参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
学
校

ん
。
怒
る
兄
を
な
だ
め
る
父

親
は
「
子
よ
、
お
前
は
い
つ

も
わ
た
し
と
一
緒
に
い
る
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
父
親
は
兄
も
ま
た
弟
と
同

じ
よ
う
に
、
兄
が
何
を
し
た

か
ら
で
は
な
く
、
兄
の
存
在

そ
の
も
の
を
喜
ん
で
い
る
の

で
す
。

　

福
音
に
生
き
る
教
師
と
い

う
の
は
授
業
、
試
験
、
評
価

と
い
う
生
徒
を
数
値
で
測
る

現
実
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
学

校
の
限
界
、
教
師
の
限
界
と

わ
き
ま
え
て
い
る
人
で
あ

り
、
神
様
に
よ
っ
て
生
徒
と

共
に
食
卓
に
招
か
れ
て
い
る

存
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

礼
拝
等
で
こ
れ
ま
で
何
度
か

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
個
所
で

す
が
、
大
橋
先
生
は
参
加
者

に
非
常
に
丁
寧
に
た
と
え
の

内
容
を
多
面
的
な
問
い
か
け

を
含
め
な
が
ら
展
開
さ
れ
、

そ
の
後
に
続
く
思
い
を
巡
ら

す
「
瞑
想
の
時
」
に
導
か
れ

る
た
め
の
必
要
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
橋
先
生
は
言
葉
だ
け
で

な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
黄
金

期
最
大
の
巨
匠
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
ン
最
晩

年
の
代
表
作
で
あ
る
『
放
蕩

息
子
の
帰
還
』（
未
完
）
の

精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を
持
参
さ

れ
参
加
者
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
天
才
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が

描
こ
う
と
し
た
「
放
蕩
息

子
」
を
題
材
に
し
た
作
品

『
放
蕩
息
子
の
帰
還
』
を
直

接
示
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
聖
書
を
読
む
だ
け
で
の
視

点
で
は
受
け
取
る
こ
と
が
難

し
い
と
思
わ
れ
る
内
容
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
題
後
に
持

た
れ
た
「
黙
想
の
時
」
は
参

大
橋
邦
一
氏
の
発
題　

グ
ル
ー
プ
討
議　

高
橋
貞
二
郎
氏
に
よ
る
礼
拝　

　2018年度に受講しました。忙しい皆さ
んにオススメです。いつでも、どこで
も、何回でも、自分のライフスタイルに
合わせて講習を受けられます。キリスト
教主義学校で働く者としての大切な心構
えを、講習を通して改めて考える良い機

会になります。専門外の講習で、わから
ない事があれば、映像をストップさせ
て、メモを取ったり、時間をとって頭の
中を整理したり出来ます。何度も見直せ
るので、うっかり居眠りしてしまっても
安心です。
　講習の先生方が受講生に対して、熱意
を持って語られるので、パソコンの画面
を通している事を忘れてしまうほど、引
き込まれました。「何時間もパソコンに
向かうのは嫌だな〜」っと思っていまし
たが、いざ始めると次々に講義を受ける
のが楽しかったです。 （Ｔ・Ｔ）

修了者の感想から②

ｅラーニングによる

教 育 免 許 状 更 新 講 習

第
６
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト（
節
目
研
修
）

福
音
を
生
き
る

〜「
放
蕩
息
子
」の
た
と
え
〜

静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

大
橋
　

邦
一

発　

題

レポート

喧騒と多忙をはなれて
北星学園女子中学校・高等学校校長　浅里愼也
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し、ハウがこれを自分の使命と感じ、応
答したのでした。
　神戸に到着したハウは、幼稚園の開設
に先立って、保育者を育てる使命が与え
られ、1889年に神戸・諏訪山に頌栄保姆
伝習所（頌栄短期大学）を設立しまし
た。第一期生は４名でした。ハウはその
後、自身の著書やフレーベルの「人間の
教育」といった名著の翻訳出版を精力的
に行い、また日本幼稚園協会初代会長に
就任するなど、日本の幼児教育・保育界
に多大な貢献をいたしました。
　1927年引退帰米するまで、一時退任も
あるものの、35歳で来神以来約40年にわ
たって、「主に望みをおく人は新たな力
を得、鷲のように翼を張って上る。」（イ
ザヤ書40章）との御言葉によって支えら
れ、神戸の地で神と日本の幼子のために
生涯を献げたのでした。
� 森田喜基〈頌栄短期大学宗教主事〉

　神戸にあります学校法人頌栄保育学院
・頌栄短期大学は今年創立130周年を迎
えます。その創立者ハウ（Annie�Lyon�
Howe）は、1852年マサチューセッツ州
にて出生し、２つの神学校で音楽を学ん
だ後、シカゴ・フレーベル協会保母養成
所に入学し保母資格を取得、貧困家庭の
子女のために設けられた幼稚園に勤務
し、園長職を担っていました。
　1874年設立の摂津第一公会（現・日本
基督教団神戸教会）を中心とした「神戸
婦人会」はキリスト教幼稚園の設立を企
て、アメリカン・ボードに幼稚園教諭の
派遣を依頼しました。宣教師J.デイヴィ
スがシカゴにおいて、そのことを講演

●�

頌栄保育学院・頌栄短期大学創立者

アニー L．ハウ

第
９
回
中
堅
事
務
職
員
リ
ト
リ
ー
ト

山
本
与
志
春
氏
の
講
演
　

前
列
中
央
三
谷
高
康
氏
　

全
体
会
　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く
と
い
う
こ
と

青
山
学
院
院
長

山
本 

与
志
春

主
題
講
演

レポート

「建学の精神」の継承・具現化を
関西学院大学文学部事務長　小川 晃司

　

１
８
９
９
年
（
明
治
32

年
）
に
発
令
さ
れ
た
文
部
省

訓
令
第
12
号
は
、
宗
教
教
育

や
宗
教
行
事
を
行
う
こ
と
を

禁
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
と

っ
て
存
続
の
意
義
を
問
わ
れ

る
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
今
ま
で
通
り
宗
教
教
育

を
行
う
な
ら
、
上
級
学
校
に

進
学
す
る
資
格
や
徴
兵
猶
予

の
特
権
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
で
は
学
生
の
確
保

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
幸
い

こ
の
問
題
は
、
各
学
校
の
先

達
に
よ
る
粘
り
強
い
交
渉
に

よ
っ
て
数
年
後
に
実
質
的
な

障
害
が
な
く
な
り
ま
す
が
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

は
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
３

０
年
代
に
な
る
と
、
教
育
勅

語
を
踏
ま
え
て
教
育
す
る
こ

と
を
学
則
や
寄
付
行
為
に
明

記
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

礼
拝
で
の
教
育
勅
語
の
朗

読
、
天
皇
の
「
御
真
影
」
を

掲
げ
る
「
奉
安
殿
」
の
設

置
、
外
国
人
宣
教
師
・
教
師

の
国
外
退
去
、
校
名
変
更
な

ど
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
苦
難

の
時
代
が
続
き
ま
す
。
現

在
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
行
う
こ
と
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が

か
な
わ
な
か
っ
た
時
代
が
あ

り
、
必
死
に
戦
い
守
り
続
け

た
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
に
は
独

自
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
独
自
性
と
先
進
性
の
ゆ

え
に
人
々
か
ら
賛
同
と
信
頼

を
獲
得
し
、
教
育
を
継
続
し

て
き
た
の
で
す
。
宗
教
教
育

や
男
女
別
学
は
私
立
学
校
の

建
学
の
精
神
や
独
自
性
が
あ

る
が
ゆ
え
に
認
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
経
営
権
、
人
事

権
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
権

は
、
本
来
私
立
学
校
が
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。
こ
の
こ

と
も
、
し
っ
か
り
認
識
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
は
個
人
の
能
力
を
伸

長
さ
せ
、
自
立
と
自
律
そ
し

て
共
生
す
る
力
を
養
い
社
会

に
貢
献
す
る
人
を
育
て
る
こ

と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は

学
ん
で
い
る
園
児
・
児
童
・

生
徒
・
学
生
一
人
ひ
と
り
の

存
在
を
大
切
に
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

保
護
者
や
家
族
を
大
切
に
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
卒
業

生
・
教
職
員
・
地
域
の
方
々

を
大
切
に
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
て
の
人
、
環
境
を
大

切
に
し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

す
べ
て
神
様
が
下
さ
っ
た
大

切
な
賜
物
だ
か
ら
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
学
ぶ
こ
と

は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い

る
賜
物
を
他
の
人
の
た
め
に

使
う
こ
と
を
喜
び
と
す
る
こ

と
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
学
ん
だ
人
に
は
、
平
和
を

作
る
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
様
は
、
直
接
生

徒
や
学
生
に
か
か
わ
っ
て
い

な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
す
べ
て
の
職
員
の
方

が
間
違
い
な
く
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
作
る
た
め
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な

授
業
料
を
無
駄
な
く
効
率
的

に
使
う
財
務
部
の
努
力
は
、

多
く
の
教
育
研
究
費
を
生
み

出
し
質
の
高
い
教
育
に
直
結

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ノ

ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
皆
様
の

働
き
が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
を

名
に
よ
り
、
今
回
初
め
て
の

試
み
と
な
る
宿
泊
型
研
修

（
リ
ト
リ
ー
ト
）
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
運

営
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
活

動
の
充
実
を
考
え
る
時
、
事

務
職
員
の
働
き
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
」
と
の
認
識
の
も

と
、「
建
学
の
精
神
」
を
継

承
、
具
現
化
し
て
い
く
意
義

に
つ
い
て
理
解
と
学
び
を
深

め
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働

く
喜
び
を
共
有
す
る
有
意
義

な
機
会
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
は
、
桜
美
林
大
学

教
授
・
学
事
顧
問
・
チ
ャ
プ

レ
ン
の
三
谷
高
康
先
生
に
よ

る
開
会
礼
拝
（
説
教
題
「
キ

リ
ス
ト
教
の
説
く
愛
と
は
」）

か
ら
始
ま
っ
た
。
２
日
間
の

研
修
会
中
に
も
た
れ
た
夕
べ

の
祈
り
、
朝
の
祈
り
、
閉
会

礼
拝
で
は
、
と
も
に
讃
美
歌

を
歌
い
、
祈
り
の
時
を
も

ち
、
三
谷
先
生
か
ら
心
に
響

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

た
。
忙
し
さ
に
追
わ
れ
る
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
静
か
に

自
己
を
振
り
返
り
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
豊
か
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で

新
た
な
気
づ
き
を
与
え
ら

れ
、貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

主
題
講
演
は
、
青
山
学
院

山
本
与
志
春
院
長
か
ら
「
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く
と
い

う
こ
と
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
苦

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴

史
、
果
た
し
て
き
た
役
割
に

つ
い
て
語
ら
れ
、「
学
校
は

学
び
の
場
、
出
会
い
の
場
、

訓
練
の
場
」「
教
育
の
目
的

は
、
人
と
社
会
に
貢
献
す
る

人
を
育
て
る
こ
と
」「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
職
員
と
し
て

建
学
の
精
神
の
共
有
と
具
現

化
を
担
い
合
い
、
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
「
あ
な
た
は
大
切

で
必
要
な
人
」「
あ
な
た
が

学
校
の
担
い
手
」「
あ
な
た

は
一
人
で
は
な
い
。
理
解
者

は
必
ず
い
る
」「
リ
ー
ダ
ー

と
は
人
に
仕
え
る
人
（
サ
ー

バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
）
―
授
か

っ
た
賜
物
を
生
か
し
て
互
い

に
仕
え
な
さ
い
」「
教
育
は

未
来
を
作
る
仕
事
、
平
和
な

世
界
を
創
り
出
す
人
を
育
て

る
仕
事
だ
」
と
の
熱
い
エ
ー

ル
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
。

　

そ
の
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
主
題
講
演
に

つ
い
て
の
感
想
等
を
共
有
、

理
解
を
深
め
た
。　

　

夕
食
を
と
も
に
し
、
夕
べ

の
祈
り
で
１
日
目
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
え
た
。
そ
の
後
持

た
れ
た
、
自
由
参
加
の
懇
親

会
で
は
、
打
ち
解
け
た
雰
囲

気
の
中
、
本
音
で
各
人
・
各

校
の
課
題
や
悩
み
を
語
り
合

い
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
充
電
の
祝
福
さ
れ
た

時
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

朝
の
祈
り
か
ら
始
ま
り
、
朝

食
の
後
、
２
回
目
の
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
た
。
事
前
課

題
レ
ポ
ー
ト
の
う
ち
、「
建

学
の
精
神
の
堅
持
・
継
承
の

た
め
に
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
」「
今
後
、
建
学
の
精
神

を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、
活

か
し
て
い
く
の
か
」
に
基
づ

い
て
熱
心
な
情
報
交
換
・
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
議
論
を

深
め
た
。

　

昼
食
後
全
体
会
を
行
い
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
各
学

校
で
の
取
り
組
み
内
容
、
課

題
等
を
共
有
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

が
建
学
の
精
神
、
自
校
の
強

み
を
生
か
し
、
新
し
い
時
代

の
中
で
輝
き
を
持
っ
た
学
校

に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
自

校
の
こ
と
を
一
番
よ
く
理
解

し
て
い
る
世
代
の
中
堅
職
員

が
建
学
の
精
神
を
担
っ
た
働

き
を
し
て
い
き
た
い
、
い
か

な
け
れ
ば
…
と
の
決
意
を
新

た
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

研
修
会
で
の
学
び
・
交
流

お
よ
び
事
前
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
貴
重
な
気
づ

き
が
与
え
ら
れ
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
回
研

修
会
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た

多
く
の
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
に
お
い
て
貴
重
な
働
き
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

思
い
を
寄
せ
た
い
と
思
う
。

　

研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
今
後
の
お
働
き
に
期
待

し
、
全
国
各
地
の
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
働
か
れ
て
い
る
皆

様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て

研
修
会
の
報
告
と
し
た
い
。

〈
中
堅
事
務
職
員
リ
ト
リ
ー

ト
実
行
委
員
〉

　

第
９
回
中
堅
事
務
職
員
リ

ト
リ
ー
ト
が
８
月
22
・
23
日

の
２
日
間
、
多
摩
丘
陵
の
広

大
な
森
林
地
帯
に
位
置
す
る

大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
会

場
に
、
16
法
人
19
名
の
中
堅

事
務
職
員
、
実
行
委
員
5

名
、
講
師
１
名
、
事
務
局
１

支
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
学

生
は
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

す
。
そ
の
学
生
の
気
持
ち
を

理
解
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ

の
共
感
や
関
心
を
持
た
せ
て

下
さ
る
橋
渡
し
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
教
職
員
だ
け
の
役

割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の

方
の
言
葉
か
け
が
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。「
わ
た
し

た
ち
に
反
対
し
な
い
者
は
、

わ
た
し
た
ち
の
味
方
で
あ

る
」（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
９
章
40
節
）
と
イ
エ
ス
様

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

教
員
も
職
員
も
、
ノ
ン
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

も
共
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

教
育
に
連
な
る
こ
と
を
喜
び

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
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加盟校（102法人）学生・生徒・児童・教職員数

　

金
城
学
院
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
を
語
る
際

に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
２
人
が
い
ま
す
。
１

人
目
は
米
国
南
長
老
派
教
会
の
ア
ニ
ー
・
ラ
ン
ド

ル
フ
宣
教
師
で
、
彼
女
に
よ
っ
て
１
８
８
９
年
に

本
学
院
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
今
年
は

設
立
１
３
０
周
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２

人
目
は
、
今こ

ん

日に
ち

毎
朝
行
わ
れ
る
礼
拝
の
伝
統
の
基

と
な
っ
た
エ
ラ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
宣
教
師
で
す
。

大
学
の
中
心
に
位
置
す
る
礼
拝
堂
に
、
彼
女
の
名

が
今
も
冠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
２
人
と
は
別
に
、
こ
こ
で
は
も
う

２
人
の
人
物
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
か
ら
約
百
年
前
の
校
主
Ｌ
・
Ｃ
・
Ｍ

・
ス
マ
イ
ス
宣
教
師
と
校
長
市
村
與
一
で
す
。
市

村
が
他
校
か
ら
引
き
抜
き
の
話
が
あ
っ
た
時
、
ス

マ
イ
ス
は
市
村
に
言
い
ま
し
た
。「
も
し
君
が
金

城
に
留
ま
る
な
ら
、
私
は
専
門
学
校
設
立
に
必
要

な
基
金
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
私
の
全
財

産
の
半
分
以
上
で
す
」
と
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た

市
村
は
、
そ
の
生
涯
を
主
イ
エ
ス
と
金
城
学
院
に

献
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
就
任
時
38
名
の
生
徒

数
は
彼
が
召
天
す
る
１
９
５
３
年
に
は
４
千
人
を

超
え
（
現
在
は
幼
中
高
大
計
約
７
４
０
０
人
）、

「
金
城
学
院
中
興
の
祖
」（
真
山
光
彌
）
と
言
わ

れ
ま
す
。

　

市
村
は
ス
マ
イ
ス
を
偲
ぶ
文
書
の
中
で
こ
う
書

い
て
い
ま
す
。「
こ
の
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
恩

人
に
対
し
て
、
我
々
は
何
を
以
て
報
ひ
た
か
？
」

―
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
各
々

の
学
校
で
、
同
じ
学
校
で
仕
え
る
者
同
士
が
い
か

に
信
頼
関
係
を
持
っ
て
協
働
で
き
る
の
か
、
そ
の

思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

（
参
考
文
献
『
金
城
学
院
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教
』、

真
山
光
彌
『
金
城
を
支
え
た
人
々
』、「
み
ど
り

野
」
創
立
五
十
周
年
記
念
号
、
等
）

�

落
合
建
仁

�

〈
金
城
学
院
大
学
文
学
部
宗
教
主
事
〉

●�

L.C.M.スマイス
市　村　與　一

金　城　学　院

（1883 〜 1941）
（1881 〜 1953）

市
村
與
一

ス
マ
イ
ス
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水
口
洋
氏
に
よ
る
講
演
Ⅰ

が
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
団

協
議
を
は
さ
む
形
で
行
わ
れ

た
。
導
入
と
し
て
、
医
者
が

患
者
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
に

教
師
は
生
徒
に
育
て
ら
れ
る

の
だ
と
話
さ
れ
た
後
、
①
教

師
の
仕
事
の
特
性
と
し
て
双

方
向
性
が
あ
る
こ
と
、
②
関

わ
り
の
中
に
あ
る
仕
事
を
進

め
る
た
め
に
と
い
う
こ
と
で

「
私
と
あ
な
た
」
な
の
か

「
私
と
そ
れ
」
な
の
か
を
間

違
わ
な
い
こ
と
、
③
成
長
と

関
わ
る
た
め
に
は
寄
り
添
う

こ
と
が
必
要
で
、
情
報
の
伝

達
に
お
い
て
大
切
な
も
の
ほ

ど
『
人
か
ら
人
へ
』
伝
わ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
が
新
任
教

師
た
ち
に
語
ら
れ
、
ま
た
、

分
団
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
伊
藤
多
香
子

氏
（
関
東
学
院
六
浦
中
学
校

・
高
等
学
校
宗
教
主
任
）
の

礼
拝
に
始
ま
り
、
３
人
の
先

輩
教
師
か
ら
の
発
題
が
あ
っ

た
。
山
下
織
愛
氏
（
青
山
学

院
横
浜
英
和
中
学
校
・
高
等

学
校
教
諭
）
は
、
授
業
運
営

に
つ
い
て
は
自
分
の
た
め
の

授
業
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

教
室
の
隅
に
も
う
一
人
の
自

分
が
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

と
良
い
、
ク
ラ
ス
運
営
に
つ

い
て
は
一
人
一
人
に
目
を
向

け
て
、
と
い
う
の
は
実
際
に

は
難
し
い
の
で
「
ふ
つ
う
」

の
子
に
目
を
向
け
る
、
声
を

か
け
る
と
良
い
、
そ
し
て
、

仕
事
以
外
の
世
界
も
広
く
持

っ
た
方
が
良
い
と
語
ら
れ

た
。
平
間
宏
一
氏
（
横
浜
女

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
）
は
、
中
高
の
関
係
者
は

「
６
年
後
」
を
目
標
と
し
て

設
定
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が

そ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、

「
50
年
後
の
あ
な
た
へ
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
て

目
標
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
た
。
春
日
孝
行

氏
（
聖
坂
養
護
学
校
教
務
主

任
）
は
、「
お
も
し
ろ
く
な

け
れ
ば
教
育
じ
ゃ
な
い
、
楽

し
く
な
け
れ
ば
学
校
じ
ゃ
な

い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
教

師
に
と
っ
て
良
く
な
い
習
慣

と
身
に
つ
け
た
い
習
慣
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な

安
心
感
と
自
己
肯
定
感
な
ど

を
話
さ
れ
、
先
生
た
ち
に
も

自
己
肯
定
感
を
持
っ
て
欲
し

い
、
先
生
方
は
学
校
の
宝
物

な
の
だ
と
伝
え
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
分
団
協
議
が
行
わ

れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
、
要
所

要
所
に
講
演
者
も
加
わ
り
語

り
合
っ
た
。
ま
た
、
午
後
は

教
科
別
の
話
し
合
い
で
、
午

前
中
と
は
違
っ
た
自
由
な
雰

囲
気
の
中
で
語
り
合
う
時
を

持
っ
た
。

　

夕
食
後
は
、「
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
師
に
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
水
口
洋
氏
に
よ
る
講
演
Ⅱ

が
行
わ
れ
、
道
徳
の
教
科
化

に
つ
い
て
、
道
徳
で
は
横
軸

の
み
が
扱
わ
れ
縦
軸
が
扱
わ

れ
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
、
高

校
無
償
化
に
伴
う
私
学
運
営

へ
の
影
響
な
ど
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
を
取
り
ま
く
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
も
語
ら
れ

た
。
続
い
て
、
最
後
の
分
団

協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

最
終
日
は
山
本
香
織
氏

（
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部

部
長
）
の
礼
拝
で
始
ま
り
、

清
水
広
幸
氏
、
加
納
由
美
子

氏
（
女
子
聖
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
教
諭
）
の
司
会
に

よ
る
全
体
協
議
で
分
団
毎
の

ま
と
め
が
語
ら
れ
、
続
い
て

清
水
氏
の
指
導
の
下
、
研
修

で
得
た
も
の
を
互
い
に
分
か

ち
合
っ
た
。
そ
し
て
、
大
橋

邦
一
氏
（
静
岡
英
和
女
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
）

に
よ
る
閉
会
礼
拝
、
委
員
長

の
挨
拶
を
も
っ
て
会
は
締
め

く
く
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
食
事
毎
に
加
納
由

美
子
氏
と
小
島
の
司
会
で
学

校
紹
介
が
あ
り
、
寸
劇
あ

り
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
あ

り
、
な
ど
な
ど
各
校
独
創
的

な
紹
介
を
行
っ
て
、
制
限
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う

学
校
も
多
く
、
食
事
時
間
内

に
収
ま
る
か
若
干
不
安
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
で
熱

く
語
り
合
っ
た
こ
と
が
各
校

で
児
童
・
生
徒
に
反
映
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
強
く
願
う
。

�

小
島
和
夫

〈
頌
栄
女
子
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
教
頭
〉

☆

は
る
な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　

今
年
も
８
月
７
日
（
水
）

か
ら
10
日
（
土
）
に
か
け
て

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
高
齢

者
の
ホ
ー
ム
「
新
生
会
」
に

て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ

ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
持
た
れ

た
。
こ
れ
は
社
会
福
祉
法
人

新
生
会
に
よ
る
全
面
的
な
協

力
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
施
で
き

る
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
あ

る
。

　

14
回
目
と
な
る
今
年
は
関

東
地
区
５
校
（
自
由
学
園
、

聖
学
院
、
新
島
学
園
、
立
教

女
学
院
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

学
園
）
か
ら
12
名
の
高
校
生

新
任
教
師
研
修
会

　

今
年
度
の
新
任
教
師
研
修

会
は
、
御
殿
場
の
東
山
荘
を

会
場
と
し
て
、
８
月
１
日
～

３
日
に
委
員
等
を
含
め
て
74

名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。
今

回
の
参
加
人
数
は
会
場
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
限
度
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
参
加
を
希
望
し
な

が
ら
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
方
が
か
な
り
の
人
数

に
な
っ
て
し
ま
い
、
た
い
へ

ん
心
苦
し
か
っ
た
。

　

研
修
会
は
、
研
修
会
運
営

委
員
長
敷
島
洋
一
氏
（
青
山

学
院
中
等
部
部
長
）
の
開
会

礼
拝
と
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

続
い
て
、
清
水
広
幸
氏
（
聖

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
副

校
長
）、
本
山
早
苗
氏
（
恵

泉
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
副
校
長
）
に
よ
る
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
で
参
加
者
の
緊
張

も
解
け
た
。
１
日
目
は
、
激

し
い
夕
立
が
降
り
続
く
中
、

日
が
射
し
て
い
る
方
角
に
は

虹
が
見
え
る
と
い
う
、
参
加

者
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る

か
の
よ
う
な
天
候
で
あ
っ

た
。

　

夕
食
後
は
、
前
玉
川
聖
学

院
中
等
部
・
高
等
部
部
長
の

本
史
郎
氏
（
北
陸
学
院
理
事

長
・
学
院
長
・
大
学
学
長
）

の
「
教
会
と
共
に
歩
む
北
陸

学
院　

歴
史
と
見
通
し
」
と

題
し
て
、
北
陸
学
院
の
歴
史

を
北
陸
の
教
会
と
伝
道
の
視

点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
。
特
に

一
時
、
高
校
が
学
生
数
を
減

少
さ
せ
て
危
機
的
な
状
況
に

置
か
れ
た
が
、
建
学
の
精
神

を
明
確
に
掲
げ
て
改
革
を
続

け
て
回
復
し
た
例
を
印
象
的

に
語
ら
れ
た
。
ま
た
「
上
か

ら
の
学
校
」
と
「
下
か
ら
の

学
校
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

私
学
と
し
て
「
下
か
ら
」
で

あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
に
聞
き

続
け
る
点
で
「
上
か
ら
」
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
さ
ら

に
様
々
な
取
り
組
み
続
け
て

い
く
様
子
を
伺
っ
た
。

　

午
後
か
ら
分
団
協
議
の
後

に
、
講
演
を
め
ぐ
っ
て
詳
細

に
議
論
す
る
場
が
も
う
け
ら

れ
た
。
各
分
団
で
は
、
様
々

な
意
見
が
出
て
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
全

体
会
が
開
か
れ
た
。
多
様
性

を
認
め
共
生
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
た
。

　

こ
の
日
の
最
後
に
閉
会
礼

拝
が
行
わ
れ
、
楊
尚
眞
氏

（
弘
前
学
院
大
学
宗
教
主

任
）
が
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ

の
手
紙
第
12
章
２
節
か
ら
、

今
回
の
主
題
に
沿
っ
て
説
教

さ
れ
た
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
お
け
る
多
様
性
と

は
、
な
ん
で
も
認
め
る
と
い

う
意
味
の
多
様
性
で
は
な

く
、
神
の
御
心
に
沿
う
こ
と

を
前
提
に
す
る
多
様
性
の
大

切
さ
が
語
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
次
年
度
の
当
番
校
を
弘

前
学
院
大
学
が
引
き
受
け
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
１
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
た
時

で
あ
っ
た
こ
と
を
一
同
実
感

し
た
。
最
後
に
、
酒
井
玲
子

地
区
理
事
（
北
星
学
園
学
園

長
）
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
感

謝
の
内
に
会
を
閉
じ
た
。

�

野
村　

信

〈
東
北
学
院
大
学
宗
教
部

長
、
教
育
同
盟
教
育
研
究
委

員
会
全
国
委
員
〉

　

２
０
１
９
年
度
の
東
北
・

北
海
道
地
区
教
育
研
究
集
会

大
学
部
会
は
、
昨
年
か
ら
続

く
主
題
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
つ
な
が
る
喜
び
―
多
様
性

の
尊
重
と
共
生
を
目
指
し
て

―
」
の
も
と
に
、
６
大
学
よ

り
、
26
名
の
参
加
を
得
て
、

８
月
22
日（
木
）に
仙
台
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
大
学
部
会
は
２
日

間
に
亘
っ
て
行
う
時
も
あ
る

が
、
今
年
は
１
日
で
終
わ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
た
。

　

午
前
９
時
の
開
会
礼
拝
を

栗
原
健
氏
（
宮
城
学
院
女
子

大
学
）
が
、
マ
ル
コ
に
よ
る

福
音
書
第
２
章
１
～
12
節
か

ら
「
異
な
る
視
点
か
ら
見
る

た
め
に
」
と
題
し
て
説
教
さ

れ
た
。
中
風
の
人
の
長
い
間

の
疎
外
感
と
苦
し
み
に
共
感

し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
の
癒
し

の
恵
み
の
豊
か
さ
に
耳
を
傾

け
る
一
時
と
な
っ
た
。
続
い

て
、
東
北
・
北
海
道
地
区
の

松
本
宣
郎
代
表
理
事
（
東
北

学
院
理
事
長
・
院
長
）
の
挨

拶
の
後
、
当
番
校
を
代
表
し

平
川
新
氏
（
宮
城
学
院
女
子

大
学
学
長
）
か
ら
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
恒
例
の
２
回
の

主
題
講
演
が
行
わ
れ
た
。
第

１
回
目
の
講
演
は
、
新
免
貢

氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一

般
教
育
部
教
授
・
宗
教
セ
ン

タ
ー
長
）
の
「
お
題
目
か
ら

共
感
・
苦
共
へ
の
転
換
―
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
倫
理
―
」

と
題
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含

む
様
々
な
差
別
や
無
理
解
に

つ
い
て
、「
通
常
の
キ
リ
ス

ト
教
の
枠
組
み
を
超
え
、
性

的
少
数
者
が
置
か
れ
て
い
る

抑
圧
的
な
現
実
に
目
を
向

け
、
性
的
少
数
者
の
主
張
に

共
感
し
、
そ
の
苦
し
み
に
痛

み
を
覚
え
、
責
任
あ
る
言
葉

を
知
的
・
実
践
的
に
共
有

し
、
次
世
代
に
向
け
て
、
そ

れ
を
今
後
の
教
育
の
中
身
に

具
体
的
に
実
験
的
に
反
映
さ

せ
て
い
く
と
い
う
選
択
肢
」

に
立
っ
て
論
じ
た
。
実
践
的

な
取
り
組
み
と
同
時
に
聖
書

解
釈
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論

考
を
発
表
さ
れ
た
。

　

第
２
回
目
の
講
演
は
、
楠

（
７
面
に
つ
づ
く
）

新
免
貢
氏
の
講
演　

楠
本
史
郎
氏
の
講
演　

新
任
教
師
研
修
会　

水
口
洋
講
師　

新
任
教
師
研
究
会　

２０１9年 各地区夏期行事報告
東
北
・
北
海
道
地
区

地
区
教
育
研
究
集
会
大
学
部
会

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

つ
な
が
る
喜
び

―
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
を
め
ざ
し
て
―

関
東
地
区

第
6１
回
新
任
教
師
研
修
会

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

教
師
と
し
て

第
１4
回
榛
名
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

生
徒
を
変
え
て
い
く
力

地
区
聖
書
科
部
会
研
究
集
会

各
自
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

再
認
識
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生
を
め
ざ
し
て
―
」
と
題
し

た
今
回
の
研
修
会
に
は
、
夏

期
休
暇
中
の
暑
い
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
27
校
か
ら
67
名

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

礼
拝
で
始
ま
り
礼
拝
で
閉
じ

ら
れ
た
こ
の
会
で
は
、
信
仰

の
有
無
を
問
わ
ず
、
新
任
教

員
を
含
め
た
多
種
多
様
な
教

員
・
職
員
が
参
加
し
、
２
日

間
で
各
校
の
問
題
が
共
有
さ

れ
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
研
修
会
の
１
日
目
に

行
わ
れ
た
主
題
講
演
で
は
、

「
キ
リ
ス
ト
教
っ
て
ど
う
見

え
る
？
何
が
で
き
る
？
―
ち

ょ
っ
と
外
か
ら
の
つ
ぶ
や
き

―
」
と
題
し
て
、
精
神
科
医

で
あ
り
、
立
教
大
学
現
代
心

理
学
部
教
授
で
も
あ
る
香
山

リ
カ
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、

「
現
代
の
学
生
・
生
徒
た
ち

が
抱
え
る
合
理
性
の
な
い
悩

み
に
も
か
け
る
言
葉
が
必
要

で
あ
り
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト

教
の
、
聖
書
の
言
葉
を
力
の

あ
る
根
拠
と
し
て
用
い
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
問
題
提
起
が
香
山
先
生

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
食
会
後
、
少
し
暑
さ
が

落
ち
着
い
た
刻
に
は
、
オ
プ

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ

ャ
ン
パ
ス
「
ナ
イ
ト
・
ウ
ォ

ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
志
社
大
学
キ
リ
ス
ト

教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授
で

あ
り
、
今
回
の
研
修
会
の
実

行
委
員
で
あ
る
三
木
メ
イ
先

生
か
ら
の
ご
丁
寧
な
キ
ャ
ン

パ
ス
案
内
に
よ
り
、
よ
り
深

く
同
志
社
を
知
る
機
会
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
２
日
目
に
行
わ

れ
た
グ
ル
ー
プ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
香
山
リ
カ
先
生
の

講
演
を
振
り
返
り
つ
つ
、
各

校
の
問
題
共
有
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
聖
書
を
力
の

あ
る
根
拠
に
す
べ
き
と
い
う

香
山
先
生
の
問
題
提
起
に
対

し
て
、
そ
の
実
現
が
難
し
い

学
校
が
数
多
く
あ
る
な
か
で

も
、
ま
ず
は
教
員
が
生
徒
と

共
に
い
る
、
共
に
歩
む
と
い

う
生
き
方
を
通
し
て
キ
リ
ス

ト
教
を
伝
え
て
い
く
べ
き
だ

ろ
う
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
の
な
い
教
員
に
も
共
通

の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、
積
極
的
な
研
修
会
の
参

加
等
を
促
す
こ
と
が
学
校
全

体
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
学
校
と
も
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
特
有
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
あ
る
学
校
で
起
こ
る

問
題
は
、
ど
の
学
校
で
も
起

こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
こ
と

が
今
回
の
研
修
会
で
認
識
で

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ

そ
、
今
回
の
研
修
会
の
よ
う

な
情
報
共
有･

交
換
の
場
が

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
教

職
員
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
深
く
感
じ
ま
し

た
。
閉
会
礼
拝
後
に
、
実
行

委
員
長
で
あ
る
同
志
社
国
際

中
学
校
・
高
等
学
校
の
山
本

真
司
先
生
よ
り
「
夏
期
研
修

会
に
参
加
さ
れ
た
先
生
方
が

元
気
に
な
っ
て
各
自
の
現
場

に
帰
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う

温
か
い
配
慮
あ
る
お
言
葉
を

頂
き
、
２
日
間
の
実
り
あ
る

研
修
会
は
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
会
の
た
め
の
準
備
調
整

に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
実

行
委
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

様
々
な
学
校
の
先
生
方
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
加
え
て
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
と
い

う
同
じ
現
場
で
共
に
働
く
者

が
集
い
、
交
流
す
る
機
会
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
皆
が
こ
の
研
修

会
で
得
ら
れ
た
学
び
を
活
か

し
、
各
自
に
与
え
ら
れ
た
環

境
の
下
で
、
秋
か
ら
の
日
々

を
新
た
な
姿
勢
で
過
ご
せ
る

よ
う
祈
り
、
願
い
ま
す
。

�

井
上
真
歩

〈
梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校

宗
教
部
副
部
長
〉

※
関
西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
夏
期
合
宿
研
修
会
は
台
風

接
近
の
た
め
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

と
４
名
の
教
員
が
参
加
し

た
。
12
名
は
７
つ
の
ワ
ー
ク

先
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
入

居
者
の
方
の
話
し
相
手
に
な

り
、
掃
除
を
手
伝
い
、
給
仕

の
お
手
伝
い
を
し
た
。

　

毎
日
夕
食
後
は
小
グ
ル
ー

プ
で
そ
の
日
の
施
設
で
の
体

験
を
分
か
ち
合
う
の
が
恒
例

で
あ
る
。
初
日
の
夜
は
「
今

日
は
タ
オ
ル
た
た
み
だ
け
の

雑
用
だ
っ
た
。」、「
初
め
て

体
験
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。」、「
話
し
か
け
て

も
、
笑
い
か
け
て
も
、
ま
っ

た
く
反
応
が
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。」
と
い
っ

た
戸
惑
い
の
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。
例
年
と
違
っ
て
、
今

年
は
12
名
の
小
さ
な
集
ま
り

だ
っ
た
の
で
早
い
段
階
か
ら

う
ち
と
け
た
話
し
合
い
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。
３
泊

４
日
の
短
い
ワ
ー
ク
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
生
徒
た
ち

は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経

験
し
て
い
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
な
に
か
、
傾
聴
す
る

こ
と
の
大
切
さ
、
人
生
の
深

み
、
命
の
大
切
さ
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
最
終
日
の
夜
、
生

徒
の
分
か
ち
合
い
の
場
に
は

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
も
参

加
し
て
く
だ
さ
る
。
一
日
の

仕
事
を
終
え
、
な
お
夜
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
ま
で
参
加
し

て
く
だ
さ
る
姿
に
は
感
謝
す

る
ほ
か
な
い
。
そ
こ
で
生
徒

た
ち
の
声
を
聞
き
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
だ
さ
る
。「
入
居
者

の
方
々
に
と
っ
て
の
お
部
屋

は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
と
同
じ
な

ん
で
す
。
掃
除
機
を
か
け
る

と
い
っ
た
雑
用
も
誰
か
が
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
で

す
。
入
居
者
の
方
々
に
そ
れ

は
で
き
な
い
の
で
、
ス
タ
ッ

フ
が
や
る
ん
で
す
。
日
常
の

大
切
な
仕
事
な
ん
で
す
。」

と
い
う
こ
と
ば
に
生
徒
も
引

率
の
わ
た
し
た
ち
も
は
っ
と

さ
せ
ら
れ
た
。

　

高
校
生
に
と
っ
て
日
常
か

ら
離
れ
た
、
そ
し
て
年
老
い

た
方
々
の
日
常
に
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
大
切
な
学

び
と
な
っ
た
。
今
年
も
は
る

な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
生
徒

を
変
え
て
い
く
力
を
持
つ
こ

と
を
実
感
さ
せ
て
頂
い
た
。

�

井
本
晴
雄

〈
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
中

学
校
・
高
等
学
校
教
諭
〉

☆

聖
書
科
部
会
研
究
集
会

　

今
年
度
第
１
回
目
は
聖
書

科
リ
ト
リ
ー
ト
と
し
て
８
月

26
日
（
月
）、
東
洋
英
和
女

学
院
中
学
部
・
高
等
部
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

カ
ト
リ
ッ
ク
校
の
倫
理
・
宗

教
担
当
教
員
も
含
め
て
23
名

（
見
学
者
１
名
含
む
）
で
し

た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

別
表
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
研
究
集
会
の
目
的

は
、
各
校
の
聖
書
科
教
員
の

繋
が
り
・
連
携
を
深
め
る
と

共
に
、
自
身
の
心
を
整
え
て

主
の
御
旨
を
問
い
つ
つ
、
各

自
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
確
認

し
て
現
場
に
戻
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
今
年
も
加
藤
裕
一

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
そ
の
目
的
に
沿
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
案
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

会
は
恒
例
に
な
っ
て
い
る

「
静
ま
り
の
礼
拝
」
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
担
当
者
が
朗

読
す
る
聖
書
の
言
葉
に
心
と

耳
を
傾
け
、
静
け
さ
の
中
で

何
度
も
御
言
葉
を
心
の
中
で

復
唱
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
響
い
て
き

た
思
い
や
召
し
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
同
じ
御
言
葉
を

聞
き
な
が
ら
も
受
け
止
め
る

事
柄
が
異
な
り
、
そ
の
相
違

や
関
心
こ
そ
が
各
自
の
賜
物

で
あ
り
、
神
様
か
ら
託
さ
れ

た
課
題
な
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
①
で
は
自
分
の
好

む
季
節
や
樹
木
、
教
科
や
色

に
分
か
れ
て
そ
の
理
由
や
イ

メ
ー
ジ
す
る
事
柄
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
何
気
な

い
会
話
で
し
た
が
、
互
い
を

知
る
良
い
機
会
と
な
り
、
相

手
を
理
解
し
、
受
容
す
る
過

程
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
②
は
今
回
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
で
し
た
。
各
々
一
人

に
な
っ
て
人
生
の
「
過
去
・

現
在
・
未
来
」
を
、
一
枚
の

白
い
紙
の
上
に
一
本
の
線
で

表
し
ま
し
た
。
線
の
浮
き
沈

み
や
色
使
い
が
、
無
意
識
の

内
に
そ
の
出
来
事
の
意
味
合

い
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
自
分
の
「
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
」
を
班
の
メ
ン
バ
ー

に
語
り
受
け
止
め
ら
れ
て
い

く
中
で
、
新
た
な
気
付
き
、

示
唆
が
与
え
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
最
後
は
各
自
、
各
校
の

祈
り
の
課
題
を
伝
え
、
順
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

委
員
初
め
多
く
の
先
生
方

の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
こ
の
研

究
集
会
が
整
え
ら
れ
、
主
の

御
守
り
の
う
ち
に
終
え
ら
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
特
に
会
場
を
お
貸
し

下
さ
い
ま
し
た
東
洋
英
和
女

学
院
に
感
謝
致
し
ま
す
。

�

藤
本
　
忍

〈
捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高

等
学
部
宗
教
主
任
〉

　

８
月
１
日
（
木
）
～
２
日

（
金
）
に
か
け
て
、
第
61
回

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

関
西
地
区
協
議
会
夏
期
研
修

会
が
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
キ

リ
ス
ト
教
学
校
に
つ
な
が
る

喜
び
―
多
様
性
の
尊
重
と
共

（
夏
期
行
事
報
告
８
面
中
段

に
つ
づ
く
）

（
６
面
よ
り
つ
づ
く
）

聖
書
科
部
会
研
究
集
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

聖
書
科
部
会
研
究
集
会
　

香
山
リ
カ
氏
の
講
演
　

榛
名
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

グ
ル
ー
プ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
　

関西地区

香山リカ氏を講師に
第61回夏期研修会
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梅
津
順
一
氏
の
講
演
　

グ
ル
ー
プ
討
議
　

西
南
地
区

︱
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
を
め
ざ
し
て
︱

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

つ
な
が
る
喜
び

第
59
回
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
69
回
夏
期
学
校

　

８
月
１
日
か
ら
２
日
ま

で
、
西
南
地
区
新
任
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
夏
期

学
校
が
、
熊
本
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
熊
本
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

８
月
１
日
の
午
前
中
に
行

わ
れ
た
新
任
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
開
会
礼
拝

後
、
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大

学
学
長
の
佐
藤
快
信
先
生
に

よ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

つ
な
が
る
喜
び
―
多
様
性
の

尊
重
と
共
生
を
目
指
し
て

―
」
と
い
う
題
で
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
佐
藤
先
生
は
30

年
近
く
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

員
と
し
て
勤
め
た
体
験
を
通

し
て
、
ご
自
分
が
信
仰
と
出

会
っ
た
き
っ
か
け
、
そ
し
て

そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
平

和
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
た
。

様
々
な
面
で
多
様
化
が
求
め

ら
れ
る
時
代
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
と
そ
こ
に
属
す
る
者

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
々

の
「
新
し
い
自
分
づ
く
り
」

を
支
援
す
る
か
、
そ
れ
を
問

い
直
さ
れ
た
講
演
で
あ
っ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
勤

め
る
こ
と
で
「
喜
び
」
が
与

え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
佐
藤

先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
新

任
の
教
員
に
良
い
励
ま
し
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　

新
任
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
続
き
、
午
後
よ
り
「
日

本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
使
命
―
過
去
と
現
在
」

と
い
う
題
で
、
青
山
学
院
大

学
名
誉
教
授
の
梅
津
順
一
先

生
の
最
初
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
梅
津
先
生
は
こ
の
講
演

に
お
い
て
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
現
在
の
状
況
と
設

立
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
青
山
学

院
の
名
院
長
と
し
て
尊
敬
を

受
け
た
本
田
庸
一
と
近
代
日

本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
を
例

に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
原

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ

い
て
語
ら
れ
て
い
っ
た
。

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

原
点
に
あ
る
使
命
と
は
、
生

徒
を
人
格
的
に
感
化
し
、
自

治
の
精
神
、
自
尊
自
愛
の
気

性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
他
人

へ
の
同
情
に
富
む
人
間
を
育

成
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、

そ
の
よ
う
な
人
間
が
、
本
当

に
自
由
を
愛
し
、
自
由
を
正

し
く
用
い
て
、
新
日
本
の
建

設
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
考
え
に
あ
っ
た
。
私
立

学
校
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
学

校
は
、
即
戦
力
の
専
門
家
養

成
と
い
う
よ
り
も
、
キ
リ
ス

ト
教
的
教
養
を
背
景
と
し
た

人
間
教
育
を
目
指
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
原
点
は
、
教
会

を
背
景
と
す
る
自
発
結
社
で

あ
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
日
の
午
前
に
は
、
梅
津

先
生
に
よ
る
講
演
Ⅱ
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
講
演
で
は
戦
後

史
の
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
そ

の
象
徴
的
な
例
と
し
て
国
際

基
督
教
大
学
の
設
立
に
注
目

し
、
戦
前
の
同
志
社
の
総
長

で
、
戦
後
の
国
際
基
督
教
大

学
の
学
長
と
な
っ
た
湯
浅
八

郎
の
軌
跡
に
触
れ
ら
れ
た
。

国
際
基
督
教
大
学
は
、
戦
後

の
民
主
化
を
推
進
す
る
考
え

方
を
最
も
純
粋
に
体
現
し
、

偏
狭
な
自
国
中
心
主
義
に
対

し
て
の
国
際
主
義
、
神
道
を

中
心
と
す
る
日
本
特
殊
主
義

に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
普

遍
主
義
、
熱
狂
主
義
に
対
す

る
開
明
的
な
知
識
と
学
問
を

重
視
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
戦
後
に
お
け
る
使
命
を
示

し
た
。

　

ま
た
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
課
題
と
し
て
の
世

俗
化
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

時
代
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。
そ
し
て
こ
の
新
し
い
時

代
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
は
過
去
の
取
り
組
み
を
振

り
返
り
、
学
び
な
が
ら
、
挑

戦
し
共
に
前
進
し
て
い
く
そ

の
姿
勢
を
強
調
さ
れ
た
。

午
後
は
、
こ
こ
ま
で
の
講
演

と
グ
ル
ー
プ
討
議
に
基
づ
い

て
全
体
協
議
が
行
わ
れ
た
。

発
表
の
中
に
は
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
良
さ
、
独
自
性
、

価
値
観
の
共
有
な
ど
が
出
て

き
た
。
ど
の
参
加
者
も
２
日

間
を
通
し
て
、
改
め
て
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
原
点
を
考

え
、
こ
れ
か
ら
の
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ

た
。
大
変
有
意
義
な
２
日
間

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

崔
　
大
凡

〈
ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
チ
ャ
プ
レ
ン
〉

�

田
仲
洋
介

〈
ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
　
中
学
部
長
〉

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇
談

会
第
17
回
講
演
会

�

大
阪
女
学
院
で
開
催

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連

合
会
と
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
が
共
同
し
て
組
織

し
運
営
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
懇
談
会
主
催
の
第

17
回
講
演
会
が
、
11
月
23
日

（
土
・
祝
）
13
時
か
ら
大
阪

市
中
央
区
の
大
阪
女
学
院
ヘ

ー
ル
チ
ャ
ペ
ル
で
開
催
さ
れ

る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
持
続

可
能
な
世
界
を
目
指
し
て
―

い
ま
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

で
き
る
こ
と
―
」
で
、
講
師

は
木
村
護
郞
ク
リ
ス
ト
フ
氏

（
上
智
大
学
教
授
）、
福
嶋

揚
氏
（
立
教
大
学
、
東
京
神

学
大
学
、
日
本
聖
書
神
学
校

公
　
募

※
採
用
予
定
日
は
す
べ
て

20
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
心
理
子
ど
も
学
科
心
理
福

祉
専
攻

職�

種
＝
児
童
英
語
教
育
研
究

他
、
講
師
以
上
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
食
物
栄
養
学
科

職�

種
＝
臨
床
栄
養
学
他
、
講

師
以
上
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
27
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

講
師
）。
ま
た
、
２
校
の
事

例
報
告
を
行
う
。

　

要
項
は
加
盟
小
中
高
大
学

に
送
付
済
み
で
あ
る
。

学
校

職�

種
＝
①
数
学
科
専
任
講
師

又
は
非
常
勤
講
師
２
～
３

名
②
国
語
科
専
任
講
師
２

名
③
宗
教
科
（
聖
書
科
）

専
任
講
師
又
は
教
諭
１
名

応�

募
締
切
＝
①
10
月
31
日
②

11
月
９
日
③
11
月
16
日

問
合
せ
＝office@mail.

　

neejima.ac.jp

▽
青
山
学
院
大
学
係
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
常
勤
講
師
及

び
非
常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
18
日

問
合
せ
＝
☎048-711-8221

▽
千
葉
英
和
高
等
学
校

職�

種
＝
宗
教
科
（
聖
書
・
礼

拝
）
常
勤
講
師
又
は
非
常

勤
講
師
１
名

応�

募
締
切
＝
11
月
30
日
（
決

定
次
第
締
切
）

問
合
せ
＝
☎047-484-5141

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
理
科
（
生
物
）
新
任

専
任
教
員
又
は
特
任
教

員
、
数
学
科
代
用
教
員
各

１
名

応
募
締
切
＝
11
月
１
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職�

種
＝
保
健
体
育
科
非
常
勤

講
師
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
22
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
常
勤
講
師
、

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
常
勤
講
師
各

１
名
、
理
科
、
情
報
科
非

常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
20
日

問
合
せ
＝
☎054-254-7401

▽
大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
理
科
専
任

教
員
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
28
日

問
合
せ
＝
☎06-6761-4013

▽
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
保
健
体
育
科
、
家
庭

科
常
勤
講
師
各
１
名
、
理

科
嘱
託
理
科
実
験
助
手
１

名
応
募
締
切
＝
11
月
８
日

問
合
せ
＝
☎092-841-1317

▽
明
治
学
院

職�

種
＝
学
校
職
員
（
事
務
総

合
職
）
若
干
名

応
募
締
切
＝
11
月
４
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5253

▽
西
南
学
院

職�

種
＝
学
校
管
理
・
運
営
他

事
務
局
専
任
職
員
（
既

卒
）
２
名

応
募
締
切
＝
10
月
15
日

問
合
せ
＝
☎092-823-3217

　

災
害
の
多
い
日
本
列
島
に

今
年
も
台
風
襲
来
。
８
月
半

ば
関
西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
研
修
会
が
初
の
中
止
、
９

月
前
半
に
は
千
葉
県
で
広
域

停
電
、
関
連
死
が
発
生
。
停

電
は
な
く
と
も
、
ガ
ラ
ス
破

損
、
屋
根
被
害
、
校
舎
浸
水

等
、
後
始
末
に
ご
苦
労
さ
れ

た
加
盟
校
が
何
校
か
。
特
に

15
号
は
進
路
が
更
に
西
寄
り

な
ら
横
浜
・
東
京
で
の
大
被

害
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

時
に
災
害
時
の
意
識
を
。

　

同
盟
の
課
題
で
あ
る
後
継

者
確
保
。
履
歴
書
登
録
数
は

こ
の
十
年
で
半
数
以
下
に
。

一
方
で
定
年
後
の
登
録
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
非
常

勤
な
ら
」
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン

退
職
者
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
蓄
積
を
生
か
す
た
め
、
非

常
勤
講
師
定
年
制
の
見
直
し

は
？
〝
力
は
若
者
の
栄
光
、

白
髪
は
老
人
の
尊
厳
〟〝
白

髪
は
輝
く
冠
、
神
に
従
う
道

に
見
い
だ
さ
れ
る
〟（
箴
言
）。

　

変
え
て
は
な
ら
な
い
原
点

か
ら
の
理
念
と
使
命
（
１
面

声
明
）、
一
方
で
変
え
て
い

く
こ
と
（
８
面
Ｈ
Ｐ
）
の
対

比
が
鮮
や
か
な
今
月
号
で

す
。�

事
務
局
長

湯 口 隆 司

教育同盟ホームページ
改訂に向けて

〈主　張〉
　教育同盟のホームページ（以下ＨＰ）は2002年11月に
開設されましたが、利用端末がＰＣからスマートフォ
ン（以下スマホ）に移行し、20代から30代の９割以上が
スマホ利用者となり、情報端末環境にも急速な変化が
起きています。近年、同盟ＨＰへのアクセス数で最も多
いのは教職員公募掲載ページであり、同盟ＨＰの見直
しの声が広報委員会や事務局から出されてきました。
　広報委員会の役割と仕事は本機関紙編集・評価とＨ
Ｐ維持管理です。現在のＨＰは基礎的な言語を使って
構築されたもので事務局職員によって維持管理されて
きました。手作り感を残し味のあるページでしたが、
この数年のスマホの普及で閲覧数が増加し、事務局の
ＨＰ運営と維持にかける時間も増えてきました。より
簡便な入力と編集、デザインもスマホ閲覧にも耐えう
るＨＰ改訂が求められてきました。今年度ＨＰ改訂の
予算が認められ、これまでに業者選定、デザイン等の
検討、ＨＰ内容の検討と追加機能等について広報実務
委員会と事務局が中心となり作業をしてきました。
　今回の改訂点の一つはデザインの一新です。トップ
ページを刷新し、分かりやすい構成としてスマホ閲覧
にも対応するページにします。
　第２点目は内容の追加や変更を含め事務局によるＨ
Ｐ維持管理の負担軽減です。担当者が単独で内容（文
章、写真、リンク等）の追加や編集が簡単にできる

WORD-PRESSにより維持管理を行い定期的な更新も
簡単にできるようにします。
　各加盟校からの公募要項は外部からの閲覧がもっと
も多いページです。これまで所定フォームをメール、
ＦＡＸ、郵便で事務局は受け付け、その一覧と学校の
ＨＰリンク先リストを作ってきました。今後はできる
だけサーバーに直接ログインし、公募要項をアップロ
ード後なるべく加工なしに公募リスト・ページができ
るようにします。セキュリティの確保と利便性を業者
と検討をしています。公募申請サイトへのアクセス方
法やアップロード方法については決定次第、加盟校担
当者に連絡予定です。
　また加盟校のページ（加盟校紹介）も同盟ＨＰサイ
ト内で作っていましたが、階層化が複雑となり変更等
で時間を要していました。改訂では各加盟校のトップ
ページに直接リンクを張ることでリンクの途切れ等は
同盟事務局の仕事としないことにします。
　９月以降は改訂ＨＰのテストと内容などの検討を広
報実務委員が中心となり行い、常任理事会と10月の全
国広報委員会で進捗状況などを報告し、11月の理事会
で最終報告をしたのち新しいＨＰをスタートする予定
です。
� 〈活水学院院長・活水女子大学学長、
� 教育同盟広報担当常任理事〉
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